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Ⅳ アンケート調査 

視聴者アンケートを実施し、消防団ＰＲ動画を通して、消防団員加入促進につながる

消防団に対する意識変化やイメージアップにつながったかを調査しました。 

 

問１ あなたの性別を教えてください。 

 
 

 

問２ あなたの今までの消防団のイメージについて教えてください。 

（最も近いものを１つ） 

 

 

 

     

男性 (44%)
女性 (56%)

地域防災や災害

時には、無くては

ならない存在。
(69%)

必要な存在だと思

うが、何をしている

かあまり知らな

かった。 (21%)

存在は知っている

が、興味がなかっ

た。 (6%)

あまり、良いイメー

ジではなかった。

(1%)

考えたことがな

かった。 (3%)

その他 (0%)

約６割が女性、約４割が男性からの回答となった。 

「地域防災や災害時には、無くてはならない存在」と認識している人が約７割い

るが、一方で「何をしているのか知らなかった」「興味がなかった」という回答が

約３割あった。 
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問３ あなたは消防団員と消防職員の違いについて知っていましたか？（１つ） 

 

 

 

 

   

 

 

問４ 消防団活動について、知っていたことを教えてください。（いくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

知っていた

(48%)

少し知っていた

(29%)

知らなかった

(23%)

0 10 20 30 40 50 60 70 80

火災出動

水防活動（豪雨災害）

自然災害（地震）での活動

防火防災パトロール

救急啓発活動

地域事業の協力・支援

行方不明者の捜索活動

自治会などでの防災訓練協力・支援

「知らなかった」「少し知っていた」と回答した方が過半数を超える結果であり、消

防団についての理解認識が、低い事が分かった。 

 「火災出動」や「水防活動」「防火防災パトロール」などの消防車両を使った活

動は認知度が高いことが分かった反面、「救急啓発活動」や「地域事業の協力・支

援」などの地道な地域活動などは認知度が低い事が分かった。 
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問５ 今回の消防団ＰＲ動画を見て、興味を持ったものはどれですか？（いくつでも） 

 

 

 

 

 

   

 

 

問６ 今回の消防団ＰＲ動画を見て、消防団に対する印象の変化はありましたか？ 

（１つ）  

 

 

 

  

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

消防団の雰囲気

訓練や出動の様子

消防団員のコメント

地域や企業、サポート店のコメント

女性団員の存在

消防団員の家族や子どもたちのコメント

消防車

その他

とても良い印象に

なった。（以前から

良いイメージだっ

た。） (56%)

以前よりも、良い

印象になった。

(32%)

部分的ではある

が、良い印象を受

けた。 (9%)

あまり良い印象は

受けなかった。

(3%) その他 (0%)

「訓練や出動の様子」や「女性団員の存在」「消防団の雰囲気」などが、特に多く

の人に興味を持ってもらえたことが伺えた。 

「とても良い印象になった」と「以前よりも、良い印象になった」が約９割を占

め、ＰＲ動画の放送配信はとても効果的であり、消防団に対して好意的なイメージ

を市民に持ってもらえることが分かった。 
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問７ 今回の消防団ＰＲ動画を見て、消防団への協力についてどう思いますか？ 

（最も近いものを１つ） 

 

 
   

 

 

 

 

 

問８ あなたに消防団への入団の勧誘が来たらどうしますか？（最も近いものを１つ） 

 

 

 
 

 

 

 

全面的に協力し

たいと思う。

(19%)

出来る範囲で協

力したいと思う。

(51%)

地域や会社等

に係る、一部で

協力したいと思

う。 (21%)

頼まれれば協

力したいと思う。

(9%)

協力したいとは

思わない。 (0%)
その他 (0%)

入団してみたい。

（もう少し若かっ

たら、入団してみ

たい。） (9%)

機会があれば入

団する。 (10%)

考えてみる。

(44%)

入団したくはな

い。 (9%)

分からない。

(19%)

以前、入団経験

がある。 (8%)

「出来る範囲で協力したい」が過半数を占め、「全面的に協力したい」「地域や会社

等に係る、一部で協力したい」を含めると約９割の視聴者から協力的な意見があった。 

ＰＲ動画の放送配信によって、消防団に対する市民の理解や協力体制がより推進さ

れることが伺えた。 

「入団してみたい」「機会があれば入団する」の回答が約２割あり、「考えてみる」

との回答が約４割であった。本事業が消防団員の加入促進に一定の効果が期待できる

ことが確認できた反面、ＰＲ動画の配信放送だけでなく、従来の広報や勧誘活動等も

並行して実施することが、加入促進には必要不可欠であることも示唆できました。 
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問９ 消防団について幅広く知ってもらうために、今後どのようなメディアの活用がよ

り効果的だと思いますか？（いくつでも） 

 

   

 

 

 

 

 

 

問１０ その他消防団に関して、ご自由にお書きください。 

・地域住民のために、日々活動してくれていて感謝しています。 

・女性団員の活躍を、ＰＲ動画を見て初めて知り興味を持ちました。 

・女性団員が多く活躍している姿を見て、感動しました。 

・消防団員の皆さんが、幅広い活動をしている事を知り驚きました。 

・仕事や家庭を持ちながらの活動は、本当に大変だと思います。感謝の気持ちがある 

反面、負担軽減について考えるべきではとも思います。 

・ＰＲ動画を見て、私も入団について考えてみようと思いました。 

・災害があった時は、ありがたいと感じていましたが、平常時も積極的な活動をし 

ていることを知り、驚きました。 

・人口が減少傾向にある中で、消防団員確保を行うには、大きなメリットを付与する 

必要があると思います。 

・日々の生活が忙しい若手の方には、積極的な活動をする消防団に入団するのは難 

しいのでは、と思いました。                      

など 

【アンケート実施結果】 

アンケート回収率 アンケート回答数 回答者（男性） 回答者（女性） 

６１．６％ ７７名 ３４名 ４３名 

 

0 10 20 30 40 50 60

動画等のネット配信（Youtubeなど）
市ホームページ

ポスターやパンフレット

広報かぬま

ケーブルテレビ

回覧板等での紹介

FacebookなどのSNS
その他

「動画等のネット配信」が最も多く、次いで「市広報誌」「市ホームページ」「ケ

ーブルテレビ」が多い順となった。また「ポスターやパンフレット」という回答も

少なくなく、今後も本事業のような、動画等の配信等と並行し、従来の紙媒体での

広報など、多様なメディアを活用した広報が必要であることが伺えた。 


